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騒音発�
生回数�

騒音発�
生回数�

市役所屋上（11月）�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 １０�１１�１２�１３�１４�１５�１６�１７�１８�１９�２０�２１�２２�２３�２４�２５�２６�２７�２８�２９�３０�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

日�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

２８�２７�２６� ３１�３０�２９�２５�２４�２３�２２�２１�２０�１９�１８�１７�１６�１５�１４�１３�１２�１１�１０�987654321

市役所屋上（12月）�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

日�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�

市役所屋上（1月）�
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１００�
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６０�

４０�

２０�

日�

１００�

８０�

６０�

４０�

２０�
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国道１６号線�

中
里
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新
中
里
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根
橋
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岸
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都立�
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道
１６
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Ｊ
Ｒ
線
淵
野
辺
駅�
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淵野辺駅�
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両国橋�

日向根ト
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至八王
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桜美林学園前�

桜美林学園東�
私立�
桜美林

学園�

町
田�

市
立
室
内
プ
ー
ル�

至� 鶴
川�

世
田
谷
区�

至�

鶴
川�

世
田
谷
区�

至�

芝 

溝
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Ｊ
Ａ
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田�
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町　
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街　
道�

至
山
崎
団
地�
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２００１．５．１１（２）

市
が
施
行
し
て
い
る
忠
生
土
地

区
画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
を

分
譲
し
て
い
ま
す
。

○
所
在
地

矢
部
町
、
根
岸
町
及

び
木
曽
町

○
面
積

１
区
画
約
１
８
６
平
方

㍍
〜
２
２
６
平
方
㍍

○
価
格

１
区
画
３
１
０
２
万
円

〜
３
８
５
３
万
円

○
施
設

上
下
水
道
・
都
市
ガ
ス

使
用
可
能

�問
町
田
市
区
画
整
理
事
務
所
�
７

９
２
・
３
７
７
１

お
お
ば
こ
の
花
ふ
み
行
き
ぬ

畑
の
畦
（
は
る
代
）

水
温
む
頃
、
舗
装
さ
れ
て
い
な

い
公
園
の
小
道
や
畑
の
畦
を
歩
い

て
い
る
と
、
鮮
や
か
な
緑
が
目
に

付
く
。
春
を
ま
ち
か
ね
て
い
た
草

の
芽
が
、
い
っ
せ
い
に
顔
を
だ
す

か
ら
だ
。
そ
の
中
に
広
い
葉
の
オ

オ
バ
コ
が
群
れ
て
い
る
の
を
み
か

け
る
。

こ
の
植
物
は
、
タ
ン
ポ
ポ
の
よ

う
に
一
生
地
面
に
へ
ば
り
つ
く
よ

う
に
し
て
い
る
ロ
ゼ
ッ
ト
型
の
多

年
草
で
、
し
か
も
、
道
の
真
ん
中

で
生
活
す
る
。
れ
っ
き
と
し
た
双

子
葉
類
で
あ
る
が
、根
は
ひ
げ
根
、

葉
脈
は
平
行
脈
で
単
子
葉
類
の
形

状
を
も
っ
た
変
わ
り
者
だ
。

私
の
娘
が
小
学
校
に
入
学
し
た

と
き
の
話
だ
か
ら
、
２０
年
も
前
の

話
に
な
る
。
教
科
書
の
中
に
、
数

種
類
の
春
の
野
草
が
絵
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に
オ

オ
バ
コ
も
あ
っ
た
。
私
も
そ
の
絵

を
見
て
い
た
が
、恥
ず
か
し
い
話
、

全
く
異
常
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
京
都
に
住
ん
で
い
た

女
の
子
が
一
つ
一
つ
実
物
を
観
察

し
て
オ
オ
バ
コ
の
絵
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。な
ん
と
、

主
根
を
持
っ
た
立
派

な
絵
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

花
は
初
夏
の
頃
、

長
い
花
茎
に
た
く
さ

ん
の
合
弁
の
花
を
つ

け
、
下
か
ら
咲
き
始

め
る
。
雌
ず
い
先
熟

植
物
で
、
他
の
花
の

花
粉
で
受
粉
し
た

後
、
お
し
べ
が
伸
び

て
花
粉
を
散
ら
す
。

一
つ
の
花
に
茶
色
い

カ
プ
セ
ル
状
の
袋
が

で
き
５
〜
６
個
の
種
子
を
つ
く

る
。こ

の
種
子
は
水
に
会
う
と
粘
着

性
に
な
り
、
靴
な
ど
の
下
足
に
付

い
て
運
ば
れ
る
。
ワ
ラ
ジ
グ
サ
の

名
前
を
も
つ
由
縁
だ
。
光
が
な
い

と
発
芽
で
き
ず
、
他
の
植
物
に
は

住
み
に
く
い
が
明
る
く
人
の
歩
く

道
端
に
好
ん
で
生
え
る
。

別
名
を
ゲ
イ
ロ
ッ
パ
（
蛙
葉
）

な
ど
と
い
う
が
、
葉
の
様
子
が
ア

マ
ガ
エ
ル
の
背
中
に
よ
く
似
て
い

る
か
ら
だ
。

葉
脈
に
は
太
い
丈
夫
な
繊
維
が

あ
り
、
踏
ま
れ
た
ぐ
ら
い
で
は
へ

こ
た
れ
な
い
強
さ
が
あ
る
。

薬
草
と
し
て
も
有
用
で
、利
尿
、

健
胃
剤
、
せ
き
ど
め
等
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
。

〈
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
〉

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
田

は
、
そ
の
昔
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
か
。
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の

場
所
や
そ
の
近
く
で
意
外
に
も
、

そ
の
疑
問
を
解
く
も
の
が
発
掘
さ

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

こ
れ
か
ら
本
紙
で
は
、「
ま
ち

だ
歴
史
発
掘
」
と
題
し
て
、
町
田

の
市
内
各
地
で
発
掘
調
査
さ
れ
て

き
た
遺
跡
を
中
心
と
し
て
、
自
由

民
権
に
関
す
る
史
料
も
ま
じ
え
て

点
描
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
手
始
め
に
、
市
内
の
保

存
整
備
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
簡
単
に

市
域
の
む
か
し
を
概
観
し
ま
す
。

町
田
市
域
の
遺
跡
数
は
東
京
都

全
域
（
約
５
４
０
０
箇
所
）
の
約

１７
％
を
占
め
、
ま
さ
に
遺
跡
の
宝

庫
で
、
内
容
は
旧
石
器
時
代
か
ら

近
・
現
代
に
至
る
ま
で
様
々
な
生

活
痕
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡
の
大

半
は
開
発
を
前
提
に
発
掘
さ
れ
て

消
滅
し
ま
す
が
、
条
件
が
整
え
ば

発
掘
後
も
保
存
さ
れ
、
見
学
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

小
山
町
に
あ
る
縄
文
後
期
の
集

合
墓
地
と
祭
祀
場
（
田
端
）、
小

山
田
桜
台
の
中
世
館
址
（
小
山
田

１
号
）、
本
町
田
の
縄
文
前
期
と

弥
生
中
期
の
ム
ラ（
遺
跡
公
園
）、

お
う
け
つ

三
輪
の
古
墳
時
代
横
穴
墓
群
（
白

坂
、
西
谷
戸
、
玉
田
谷
戸
）
と
奈

が
よ
う
し

良
・
平
安
時
代
の
瓦
窯
址
と
工
房

（
ゆ
り
の
木
通
り
公
園
内
）、
高

ケ
坂
の
縄
文
中
期
の
ム
ラ
（
石
器

時
代
遺
跡
）
な
ど
各
地
域
に
残
さ

れ
、
時
代
や
内
容
に
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
８
遺

跡
は
、
数
多
く
発
掘
さ
れ
た
遺
跡

の
サ
ン
プ
ル
に
も
な
り
、
市
域
で

の
全
体
的
な
傾
向
は
縄
文
が
多

く
、
他
は
地
域
色
を
示
し
て
い
ま

ふ
と
こ
ろ

す
。
特
に
多
摩
丘
陵
の
懐
で
熟
成

し
た
縄
文
の
出
土
品
に
は
優
品
が

多
く
、
近
隣
は
も
と
よ
り
内
外
の

博
物
館
か
ら
も
借
用
依
頼
が
あ
り

ま
す
。
近
年
で
は
東
京
国
立
博
物

館
や
海
外
の
博
物
館
に
も
貸
し
出

さ
れ
、
町
田
で
出
土
し
た
土
器
が

日
本
の
縄
文
文
化
紹
介
に
一
役
買

っ
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
次

の
弥
生
時
代
遺
跡
は
少
な
い
も
の

の
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
は
再

び
活
況
を
呈
し
、
瓦
や
器
な
ど
の

生
産
遺
跡
も
登
場
し
ま
す
。

次
回
か
ら
ご
紹
介
す
る
保
存
遺

跡
を
散
策
し
て
頂
く
だ
け
で
も
、

む
か
し
の
町
田
の
輪
郭
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
保
存
遺
跡
の
案
内
は
社
会
教
育

課
文
化
財
係
（
�
７
２
４
・
２
５

５
４
）
へ
。

靴
底
に
付
着
し

広
が
る
忍
者
種
子

縄文時代の住居群（忠生遺跡）

平成１３年４月２１日 かしの木山自然公園にて
撮影

お

詫

び

本
誌
５
月
１
日
号
の
１

面
、「
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
」
の
幼
稚
園
の
名
前
が
一

部
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は「
開
進
幼
稚
園
」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

�問
広
報
広
聴
課
�
７
２
４
・

２
１
０
１

忠生土地区画整理地内の

保保留留地地をを
分分譲譲販販売売

まちだ
歴史発掘

ひひ
っっ
そそ
りり
生生
きき
るる
町町
田田
のの
自自
然然

（
２
３
８
）

オ
オ
バ
コ

航空機騒音
測定結果

◇２０００年１１月～２００１年１月◇

分譲保留地一覧表
用 途 地 域

第一種低層住居専用

近 隣 商 業

第一種低層住居専用

第 二 種 住 居
第一種低層住居専用

第 二 種 住 居

第一種中高層住居専用

第一種中高層住居専用

近 隣 商 業

近 隣 商 業

第一種中高層住居専用

第一種中高層住居専用

第 二 種 住 居

第 二 種 住 居
（注意）
１．１２―�２１（１０６―Ａ）保留地は当面の間、公共下水道は使用できません。
２．１２―�５・１２―�１１～�１９保留地の公共下水道は、使用時期の調整を要します。
３．１２―�１８及び１２―�１９保留地の一部に、工作物があります。

分譲価格（円）

６１，５４１，２８０

７２，５３２，０４０

３３，１７５，５８０

６７，２９９，１２０

３５，１４９，１６０

４０，８２５，０００

３４，３５１，６８０

５５，２６６，７００

２９，６９２，８００

３６，４４０，８００

３４．２７４，５２０

３５，２１２，３２０

４０，０７４，３００

面積（㎡）

４２７．３７

４３６．９４

２２７．２３

３５６．０８

２２３．８８

２８７．５０

１９５．１８

２４０．２９

１８５，５８

１８０．４０

２５５．７８

１５４．４４

１９０．８３

番号

１２―�２

１２―�５

１２―�８

１２―�９

１２―�１０

１２―�１１

１２―�１４

１２―�１５

１２―�１６

１２―�１８

１２―�１９

１２―�２０

１２―�２１

航空機騒音発生状況（２０００年１１月～２００１年１月）
騒 音 発 生 回 数

１００デシ
ベル以上

０

３

１０

０

１

０

０

０

０

※騒音計設置場所
市では、昭和５８年３月に航空機騒音測定機器を市役所屋上に
設置し、２４時間連続測定を開始。その後、昭和６０年２月からは
小山小学校、同年１１月からは本町田東小学校で同様の測定を開
始しました。
※市役所屋上の日ごとの発生回数は右図のとおりです。
※発生回数は、７０デシベルが３秒間（市役所屋上は５秒間）以
上継続した回数です。
※音のめやす ７０デシベル…目覚まし時計の音

８０デシベル…地下鉄の車内
９０デシベル…スピーカーの１メートル前で聞く

カラオケの音
１００デシベル…電車通過時のガード下

９０～９９
デシベル

１０

４０

６８

４

１７

２４

２

５

４

８０～８９
デシベル

４３

１２２

１６３

３５

９２

１３７

３６

４７

４７

７０～７９
デシベル

７９

１４２

１３９

７３

１０５

１２７

２５２

２４８

２６６

総数

１３２

３０７

３８０

１１２

２１５

２８８

２９０

３００

３１７

測定月

１１月

１２月

１ 月

１１月

１２月

１ 月

１１月

１２月

１ 月

測定
場所

市
役
所
屋
上
本
町
田
東

小
学
校
小
山
小
学
校

その１


